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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成29年3月2日(2017.3.2)

【公表番号】特表2016-515088(P2016-515088A)
【公表日】平成28年5月26日(2016.5.26)
【年通号数】公開・登録公報2016-032
【出願番号】特願2015-561471(P2015-561471)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  41/89     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   7/00     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ   5/28     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ   5/18     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ   9/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ   41/89     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｄ   25/00     　　　Ｌ
   Ｆ０１Ｄ   25/00     　　　Ｘ
   Ｆ０２Ｃ    7/00     　　　Ｄ
   Ｆ０２Ｃ    7/00     　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｄ    5/28     　　　　
   Ｆ０１Ｄ    5/18     　　　　
   Ｆ０１Ｄ    9/02     １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月30日(2017.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　本開示は、特定の手段、材料、及び実施形態に関して記載したが、前述の記載から、当
業者は本開示の本質的特徴を容易に確認することができ、以下の請求項に記載するように
、本発明の精神と範囲から逸脱することなく様々な変更及び変形を行い、様々な使用及び
特徴に適合させてもよい。以下、本発明の実施形態の例を列記する。
［１］
　ドープされた希土類ジシリケート層を含む、セラミックマトリクス複合材のための環境
バリアコーティング組成物であって、
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、前記セラミックマトリクス複合材の上に位置
し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム
、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つであり；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを含み；
前記ドーパントは、約０．１質量％～約５質量％の量で存在し、前記ドープされた希土類
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ジシリケート層の残部はジシリケートである、
環境バリアコーティング組成物。
［２］
　前記ドーパントが約０．５質量％～約３質量％の量で存在する、項目１に記載の環境バ
リアコーティング組成物。
［３］
　前記ドーパントが約０．５質量％～約１質量％の量で存在する、項目１に記載の環境バ
リアコーティング組成物。
［４］
　希土類ジシリケート層、希土類モノシリケート層、希土類ジシリケート層の上の希土類
モノシリケート層を含む二重層被覆、並びに希土類ジシリケート及び希土類モノシリケー
ト層からなる群から選択される、最外トップコートを更に含み；前記希土類ジシリケート
はＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エ
ルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サ
マリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリ
ウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少なくとも一つであり；前記モノシリ
ケートはＲＥ２ＳｉＯ５の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム
、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム
、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イッ
トリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少なくとも一つである、項目１に
記載の環境バリアコーティング組成物。
［５］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約０．５ミル（１２．７μｍ）～約１０ミ
ル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目１に記載の環境バリアコーティング組成物。
［６］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約１ミル（２５．４μｍ）～約３ミル（７
６．２μｍ）の厚さを有する、項目１に記載の環境バリアコーティング組成物。
［７］
　ドープされた希土類ジシリケート層と；
シリコン被覆層と；
を含む、セラミックマトリクス複合材のための環境バリアコーティング組成物であって、
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、前記シリコン被覆層の上に位置し；
前記シリコン被覆層は、前記ドープされた希土類ジシリケート層と前記セラミックマトリ
クス複合材との間に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム
、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つであり；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを含み；
前記ドーパントは、約０．１質量％～約５質量％の量で存在し、前記ドープされた希土類
ジシリケート層の残部はジシリケートである、
環境バリアコーティング組成物。
［８］
　前記ドーパントが約０．５質量％～約３質量％の量で存在する、項目７に記載の環境バ
リアコーティング組成物。
［９］
　前記ドーパントが約０．５質量％～約１質量％の量で存在する、項目７に記載の環境バ
リアコーティング組成物。
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［１０］
　希土類ジシリケート層、希土類モノシリケート層、希土類ジシリケート層の上の希土類
モノシリケート層を含む二重層被覆、並びに希土類ジシリケート及び希土類モノシリケー
ト層からなる群から選択される、最外トップコートを更に含み；前記希土類ジシリケート
はＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エ
ルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サ
マリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリ
ウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少なくとも一つであり；前記モノシリ
ケートはＲＥ２ＳｉＯ５の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム
、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム
、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イッ
トリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少なくとも一つである、項目７に
記載の環境バリアコーティング組成物。
［１１］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層が約０．５ミル（１２．７μｍ）～約１０ミル
（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［１２］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層が約１ミル（２５．４μｍ）～約３ミル（７６
．２μｍ）の厚さを有する、項目７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［１３］
　カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層と；
ドープされた希土類ジシリケート層と；
を含む、セラミックマトリクス複合材のための環境バリアコーティング組成物であって、
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、前記ドープされた希土類
ジシリケート層の上に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリ
ケート－耐性層と前記セラミックマトリクス複合材との間に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム
、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つであり；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを含み；
前記ドーパントは、約０．１質量％～約５質量％の量で存在し、前記ドープされた希土類
ジシリケート層の残部はジシリケートであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、希土類酸化物、アルミナ
、及びシリカを含み、前記希土類酸化物はＲＥ２Ｏ３の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム
、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、
ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム
、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少な
くとも一つであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、アルカリ酸化物、Ａｌ２

Ｏ３、及びＳｉＯ２を含み；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０
．１質量％～約５質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記アルカリ酸化物は、
約０．１質量％～約１質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質
量％～約２５質量％の量で存在し、残部は希土類酸化物である、
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環境バリアコーティング組成物。
［１４］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、Ｔａ２Ｏ５、ＴｉＯ２

、及びＨｆＳｉＯ４からなる群から選択される少なくとも一つの酸化物を更に含む、項目
１３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［１５］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約３質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質量％～約２０質量％の量で存在する、項目１３
に記載の環境バリアコーティング組成物。
［１６］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約１質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約１０質量％～約２０質量％の量で存在する、項目１
３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［１７］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．１
質量％～約３質量％の量で存在する、項目１４に記載の環境バリアコーティング組成物。
［１８］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．５
質量％～約１質量％の量で存在する、項目１４に記載の環境バリアコーティング組成物。
［１９］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約０．５ミル（１２．
７μｍ）～約１０ミル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目１３に記載の環境バリア
コーティング組成物。
［２０］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約１ミル（２５．４μ
ｍ）～約３ミル（７６．２μｍ）の厚さを有する、項目１３に記載の環境バリアコーティ
ング組成物。
［２１］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記ドーパントは、約０．５質量％～約３
質量％の量で存在するＡｌ２Ｏ３である、項目１３に記載の環境バリアコーティング組成
物。
［２２］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約１
質量％の量で存在する、項目１３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［２３］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記アルカリ酸化物は、約０．１質量％～
約１質量％の量で存在する、項目１３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［２４］
　希土類ジシリケート層、希土類モノシリケート層、希土類ジシリケート層の上の希土類
モノシリケート層を含む二重層被覆、並びに希土類ジシリケート及び希土類モノシリケー
ト層からなる群から選択される、最外トップコートを更に含み；前記希土類ジシリケート
はＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エ
ルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サ
マリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリ
ウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少なくとも一つであり；前記モノシリ
ケートはＲＥ２ＳｉＯ５の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム
、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム
、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イッ
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トリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少なくとも一つである、項目１３
に記載の環境バリアコーティング組成物。
［２５］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約０．５ミル（１２．７μｍ）～約１０ミ
ル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目１３に記載の環境バリアコーティング組成物
。
［２６］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約１ミル（２５．４μｍ）～約３ミル（７
６．２μｍ）の厚さを有する、項目１３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［２７］
　バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層と；
ドープされた希土類ジシリケート層と；
を含む、セラミックマトリクス複合材のための環境バリアコーティング組成物であって、
前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層は、前記ドープされた希土類ジシ
リケート層の上に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシ
リケート層と前記セラミックマトリクス複合材との間に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム
、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つであり；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを含み；
前記ドーパントは、約０．１質量％～約５質量％の量で存在し、前記ドープされた希土類
ジシリケート層の残部はジシリケートである、
環境バリアコーティング組成物。
［２８］
　前記ドーパントは、約０．５質量％～約３質量％の量で存在する、項目２７に記載の環
境バリアコーティング組成物。
［２９］
　前記ドーパントは、約０．５質量％～約１質量％の量で存在する、項目２７に記載の環
境バリアコーティング組成物。
［３０］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約０．５ミル（１２．７μｍ）～約１０ミ
ル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目２７に記載の環境バリアコーティング組成物
。
［３１］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約１ミル（２５．４μｍ）～約３ミル（７
６．２μｍ）の厚さを有する、項目２７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［３２］
　バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層と；
ドープされた希土類ジシリケート層と；
シリコン被覆層と；
を含む、セラミックマトリクス複合材のための環境バリアコーティング組成物であって、
前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層は、前記ドープされた希土類ジシ
リケート層の上に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシ
リケート層と前記シリコン被覆層との間に位置し；
前記シリコン被覆層は、前記ドープされた希土類ジシリケート層と前記セラミックマトリ
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クス複合材との間に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム
、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つであり；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを含み；
前記ドーパントは約０．１質量％～約５質量％の量で存在し、前記ドープされた希土類ジ
シリケート層の残部はジシリケートである、
環境バリアコーティング組成物。
［３３］
　前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約３質量％の量で存在する、項目３２に記載の環
境バリアコーティング組成物。
［３４］
　前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約１質量％の量で存在する、項目３２に記載の環
境バリアコーティング組成物。
［３５］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約０．５ミル（１２．７μｍ）～約１０ミ
ル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目３２に記載の環境バリアコーティング組成物
。
［３６］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約１ミル（２５．４μｍ）～約３ミル（７
６．２μｍ）の厚さを有する、項目３２に記載の環境バリアコーティング組成物。
［３７］
　バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層と；
カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層と；
ドープされた希土類ジシリケート層と；
を含む、セラミックマトリクス複合材のための環境バリアコーティング組成物であって、
前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層は、前記カルシウム－マグネシウ
ムアルミノシリケート－耐性層の上に位置し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、前記バリウム－ストロン
チウム－アルミノシリケート層と前記ドープされた希土類ジシリケート層との間に位置し
；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリ
ケート－耐性層と前記セラミックマトリクス複合材との間に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム
、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つであり；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを含み；
前記ドーパントは、約０．１質量％～約５質量％の量で存在し、前記ドープされた希土類
ジシリケート層の残部はジシリケートであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、希土類酸化物、アルミナ
、及びシリカを含み、前記希土類酸化物はＲＥ２Ｏ３の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム
、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、
ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム
、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少な
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くとも一つであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、アルカリ酸化物、Ａｌ２

Ｏ３、及びＳｉＯ２を含み；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０
．１質量％～約５質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記アルカリ酸化物は、
約０．１質量％～約１質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質
量％～約２５質量％の量で存在し、残部は希土類酸化物である、
環境バリアコーティング組成物。
［３８］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、Ｔａ２Ｏ５、ＴｉＯ２

、及びＨｆＳｉＯ４からなる群から選択される少なくとも一つの酸化物を更に含む、項目
３７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［３９］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約３質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質量％～約２０質量％の量で存在する、項目３７
に記載の環境バリアコーティング組成物。
［４０］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約１質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約１０質量％～約２０質量％の量で存在する、項目３
７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［４１］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．１
質量％～約３質量％の量で存在する、項目３８に記載の環境バリアコーティング組成物。
［４２］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．５
質量％～約１質量％の量で存在する、項目３８に記載の環境バリアコーティング組成物。
［４３］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約０．５ミル（１２．
７μｍ）～約１０ミル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目３７に記載の環境バリア
コーティング組成物。
［４４］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約１ミル（２５．４μ
ｍ）～約３ミル（７６．２μｍ）の厚さを有する、項目３７に記載の環境バリアコーティ
ング組成物。
［４５］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約３
質量％の量で存在する、項目３７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［４６］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約１
質量％の量で存在する、項目３７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［４７］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記アルカリ酸化物は、約０．１質量％～
約１質量％の量で存在する、項目３７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［４８］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約０．５ミル（１２．７μｍ）～約１０ミ
ル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目３７に記載の環境バリアコーティング組成物
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。
［４９］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約１ミル（２５．４μｍ）～約３ミル（７
６．２μｍ）の厚さを有する、項目３７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［５０］
　バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層と；
カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層と；
ドープされた希土類ジシリケート層と；
を含む、セラミックマトリクス複合材のための環境バリアコーティング組成物であって、
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、前記バリウム－ストロン
チウム－アルミノシリケート層の上に位置し；
前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層は、前記カルシウム－マグネシウ
ムアルミノシリケート－耐性層と前記ドープされた希土類ジシリケート層との間に位置し
；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシ
リケート層と前記セラミックマトリクス複合材との間に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム
、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つであり；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを含み；
前記ドーパントは、約０．１質量％～約５質量％の量で存在し、前記ドープされた希土類
ジシリケート層の残部はジシリケートであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、希土類酸化物、アルミナ
、及びシリカを含み、前記希土類酸化物はＲＥ２Ｏ３の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム
、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、
ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム
、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少な
くとも一つであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、アルカリ酸化物、Ａｌ２

Ｏ３、及びＳｉＯ２を含み；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、これが含むドーパントを
含み；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０
．１質量％～約５質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記アルカリ酸化物は、
約０．１質量％～約１質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質
量％～約２５質量％の量で存在し、残部は希土類酸化物である、
環境バリアコーティング組成物。
［５１］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、Ｔａ２Ｏ５、ＴｉＯ２

、及びＨｆＳｉＯ４からなる群から選択される少なくとも一つの酸化物を更に含む、項目
５０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［５２］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約３質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質量％～約２０質量％の量で存在する、項目５０
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に記載の環境バリアコーティング組成物。
［５３］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約１質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約１０質量％～約２０質量％の量で存在する、項目５
０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［５４］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．１
質量％～約３質量％の量で存在する、項目５１に記載の環境バリアコーティング組成物。
［５５］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．５
質量％～約１質量％の量で存在する、項目５１に記載の環境バリアコーティング組成物。
［５６］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約０．５ミル（１２．
７μｍ）～約１０ミル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目５０に記載の環境バリア
コーティング組成物。
［５７］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約１ミル（２５．４μ
ｍ）～約３ミル（７６．２μｍ）の厚さを有する、項目５０に記載の環境バリアコーティ
ング組成物。
［５８］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約３
質量％の量で存在する、項目５０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［５９］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約１
質量％の量で存在する、項目５０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［６０］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記アルカリ酸化物は、約０．１質量％～
約１質量％の量で存在する、項目５０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［６１］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約０．５ミル（１２．７μｍ）～約１０ミ
ル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目５０に記載の環境バリアコーティング組成物
。
［６２］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約１ミル（２５．４μｍ）～約３ミル（７
６．２μｍ）の厚さを有する、項目５０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［６３］
　カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層と；
ドープされた希土類ジシリケート層と；
シリコン被覆層と；
を含む、セラミックマトリクス複合材のための環境バリアコーティング組成物であって、
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、前記ドープされた希土類
ジシリケート層の上に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリ
ケート－耐性層と前記シリコン被覆層との間に位置し；
前記シリコン被覆層は、前記ドープされた希土類ジシリケート層と前記セラミックマトリ
クス複合材との間に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム
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、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つであり；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを含み；
前記ドーパントは約０．１質量％～約５質量％の量で存在し、前記ドープされた希土類ジ
シリケート層の残部はジシリケートであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、希土類酸化物、アルミナ
、及びシリカを含み、前記希土類酸化物はＲＥ２Ｏ３の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム
、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、
ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム
、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少な
くとも一つであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、アルカリ酸化物、Ａｌ２

Ｏ３、及びＳｉＯ２を含み；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０
．１質量％～約５質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記アルカリ酸化物は、
約０．１質量％～約１質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質
量％～約２５質量％の量で存在し、残部は希土類酸化物である、
環境バリアコーティング組成物。
［６４］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、Ｔａ２Ｏ５、ＴｉＯ２

、及びＨｆＳｉＯ４からなる群から選択される少なくとも一つの酸化物を更に含む、項目
６３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［６５］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約３質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質量％～約２０質量％の量で存在する、項目６３
に記載の環境バリアコーティング組成物。
［６６］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約１質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約１０質量％～約２０質量％の量で存在する、項目６
３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［６７］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．１
質量％～約３質量％の量で存在する、項目６４に記載の環境バリアコーティング組成物。
［６８］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．５
質量％～約１質量％の量で存在する、項目６４に記載の環境バリアコーティング組成物。
［６９］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約０．５ミル（１２．
７μｍ）～約１０ミル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目６３に記載の環境バリア
コーティング組成物。
［７０］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約１ミル（２５．４μ
ｍ）～約３ミル（７６．２μｍ）の厚さを有する、項目６３に記載の環境バリアコーティ
ング組成物。
［７１］
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　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約３
質量％の量で存在する、項目６３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［７２］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約１
質量％の量で存在する、項目６３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［７３］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記アルカリ酸化物は、約０．１質量％～
約１質量％の量で存在する、項目６３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［７４］
　希土類ジシリケート層、希土類モノシリケート層、希土類ジシリケート層の上の希土類
モノシリケート層を含む二重層被覆、並びに希土類ジシリケート及び希土類モノシリケー
ト層からなる群から選択される、最外トップコートを更に含み；
前記希土類ジシリケートはＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム、イッテ
ルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニ
ウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム、セリウ
ム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少なくとも一
つであり；
前記モノシリケートはＲＥ２ＳｉＯ５の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウ
ム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、
ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ラ
ンタン、イットリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少なくとも一つであ
る、
項目６３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［７５］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約０．５ミル（１２．７μｍ）～約１０ミ
ル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目６３に記載の環境バリアコーティング組成物
。
［７６］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約１ミル（２５．４μｍ）～約３ミル（７
６．２μｍ）の厚さを有する、項目６３に記載の環境バリアコーティング組成物。
［７７］
　バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層と；
カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層と；
ドープされた希土類ジシリケート層と；
シリコン被覆層と；
を含む、セラミックマトリクス複合材のための環境バリアコーティング組成物であって、
前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層は、前記カルシウム－マグネシウ
ムアルミノシリケート－耐性層の上に位置し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、アルカリ酸化物、及びア
ルカリ土類酸化物からなる群から選択される酸化物を含み；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、前記バリウム－ストロン
チウム－アルミノシリケート層と前記ドープされた希土類ジシリケート層との間に位置し
；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリ
ケート－耐性層と前記シリコン被覆層との間に位置し；
前記シリコン被覆層は、前記ドープされた希土類ジシリケート層と前記セラミックマトリ
クス複合材との間に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム



(12) JP 2016-515088 A5 2017.3.2

、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つであり；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを含み；
前記ドーパントは、約０．１質量％～約５質量％の量で存在し、前記ドープされた希土類
ジシリケート層の残部はジシリケートであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、希土類酸化物、アルミナ
、及びシリカを含み、前記希土類酸化物はＲＥ２Ｏ３の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム
、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、
ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム
、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少な
くとも一つであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、Ａｌ２Ｏ３及びＳｉＯ２

であるドーパントを含み；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０
．１質量％～約５質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質
量％～約２５質量％の量で存在し、残部は希土類酸化物である、
環境バリアコーティング組成物。
［７８］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、Ｔａ２Ｏ５、ＴｉＯ２

、及びＨｆＳｉＯ４からなる群から選択される少なくとも一つの酸化物を更に含む、項目
７７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［７９］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約３質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質量％～約２０質量％の量で存在する、項目７７
に記載の環境バリアコーティング組成物。
［８０］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約１質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約１０質量％～約２０質量％の量で存在する、項目７
７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［８１］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．１
質量％～約３質量％の量で存在する、項目７８に記載の環境バリアコーティング組成物。
［８２］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．５
質量％～約１質量％の量で存在する、項目７８に記載の環境バリアコーティング組成物。
［８３］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約０．５ミル（１２．
７μｍ）～約１０ミル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目７７に記載の環境バリア
コーティング組成物。
［８４］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約１ミル（２５．４μ
ｍ）～約３ミル（７６．２μｍ）の厚さを有する、項目７７に記載の環境バリアコーティ
ング組成物。
［８５］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約３
質量％の量で存在する、項目７７に記載の環境バリアコーティング組成物。
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［８６］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約１
質量％の量で存在する、項目７７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［８７］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記アルカリ酸化物は、約０．１質量％～
約１質量％の量で存在する、項目７７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［８８］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約０．５ミル（１２．７μｍ）～約１０ミ
ル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目７７に記載の環境バリアコーティング組成物
。
［８９］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約１ミル（２５．４μｍ）～約３ミル（７
６．２μｍ）の厚さを有する、項目７７に記載の環境バリアコーティング組成物。
［９０］
　バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層と；
カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層と；
ドープされた希土類ジシリケート層と；
シリコン被覆層と；
を含む、セラミックマトリクス複合材のための環境バリアコーティング組成物であって、
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、前記バリウム－ストロン
チウム－アルミノシリケート層の上に位置し；
前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層は、前記カルシウム－マグネシウ
ムアルミノシリケート－耐性層と前記ドープされた希土類ジシリケート層との間に位置し
；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシ
リケート層と前記シリコン被覆層との間に位置し；
前記シリコン被覆層は、前記ドープされた希土類ジシリケート層と前記セラミックマトリ
クス複合材との間に位置し；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム
、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つであり；
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、アルカリ酸化物、及び
アルカリ土類酸化物からなる群から選択される酸化物を含み；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを含み；
前記ドーパントは約０．１質量％～約５質量％の量で存在し、前記ドープされた希土類ジ
シリケート層の残部はジシリケートであり；
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、希土類酸化物、アルミ
ナ、及びシリカを含み、前記希土類酸化物はＲＥ２Ｏ３の組成を有し、ＲＥは、ルテチウ
ム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム
、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウ
ム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少
なくとも一つであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、Ａｌ２Ｏ３及びＳｉＯ２

であるドーパントを含み；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０
．１質量％～約５質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質
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量％～約２５質量％の量で存在し、残部は希土類酸化物である、
環境バリアコーティング組成物。
［９１］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、Ｔａ２Ｏ５、ＴｉＯ２

、及びＨｆＳｉＯ４からなる群から選択される少なくとも一つの酸化物を更に含む、項目
９０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［９２］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約３質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約５質量％～約２０質量％の量で存在する、項目９０
に記載の環境バリアコーティング組成物。
［９３］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約
０．５質量％～約１質量％の量で存在し、前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケ
ート－耐性層中の前記ＳｉＯ２は、約１０質量％～約２０質量％の量で存在する、項目９
０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［９４］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．１
質量％～約３質量％の量で存在する、項目９１に記載の環境バリアコーティング組成物。
［９５］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層の前記酸化物は、約０．５
質量％～約１質量％の量で存在する、項目９１に記載の環境バリアコーティング組成物。
［９６］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約０．５ミル（１２．
７μｍ）～約１０ミル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目９０に記載の環境バリア
コーティング組成物。
［９７］
　前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、約１ミル（２５．４μ
ｍ）～約３ミル（７６．２μｍ）の厚さを有する、項目９０に記載の環境バリアコーティ
ング組成物。
［９８］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約３
質量％の量で存在する、項目９０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［９９］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記Ａｌ２Ｏ３は、約０．５質量％～約１
質量％の量で存在する、項目９０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［１００］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層中の前記アルカリ酸化物は、約０．１質量％～
約１質量％の量で存在する、項目９０に記載の環境バリアコーティング組成物。
［１０１］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約０．５ミル（１２．７μｍ）～約１０ミ
ル（２５４．０μｍ）の厚さを有する、項目９０に記載の環境バリアコーティング組成物
。
［１０２］
　前記ドープされた希土類ジシリケート層は、約１ミル（２５．４μｍ）～約３ミル（７
６．２μｍ）の厚さを有する、項目９０に記載の環境バリアコーティング組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セラミックマトリクス複合材と、
前記セラミックマトリクス複合材の上に位置するドープされた希土類ジシリケート層と
を含む、物品であって、
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、ＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有するジシリケー
トを含み、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、
ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム
、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウム
からなる群から選択される少なくとも一つの元素であり；
前記ドープされた希土類ジシリケート層は、Ａｌ２Ｏ３及びアルカリ酸化物であるドーパ
ントを更に含み；
前記ドーパントは、前記ドープされた希土類ジシリケート層中に０．１質量％～５質量％
の量で存在し、前記ドープされた希土類ジシリケート層の残部はジシリケートである、
環境バリアコーティング組成物。
【請求項２】
　前記ドーパントが、前記ドープされた希土類ジシリケート層中に０．５質量％～１質量
％の量で存在する、請求項１に記載の物品。
【請求項３】
　希土類ジシリケート層、希土類モノシリケート層、希土類ジシリケート層の上の希土類
モノシリケート層を含む二重層被覆、並びに希土類ジシリケート及び希土類モノシリケー
ト層からなる群から選択される、最外トップコートを更に含み；前記希土類ジシリケート
はＲＥ２Ｓｉ２Ｏ７の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エ
ルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サ
マリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリ
ウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少なくとも一つであり；前記希土類モ
ノシリケートはＲＥ２ＳｉＯ５の組成を有し、ＲＥは、ルテチウム、イッテルビウム、ツ
リウム、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロ
ピウム、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、プラセオジミウム、セリウム、ランタン
、イットリウム、及びスカンジウムからなる群から選択される少なくとも一つである、請
求項１に記載の物品。
【請求項４】
　シリコン被覆層を更に含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の物品であって、
前記シリコン被覆層は、前記ドープされた希土類ジシリケート層と前記セラミックマトリ
クス複合材との間である、物品。
【請求項５】
　カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層を更に含む、請求項１～４のい
ずれか一項に記載の物品であって、
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、前記ドープされた希土類
ジシリケート層の上であり、
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、希土類酸化物、アルカリ
酸化物、アルミナ、及びシリカを含み、前記希土類酸化物はＲＥ２Ｏ３の組成を有し、Ｒ
Ｅは、ルテチウム、イッテルビウム、ツリウム、エルビウム、ホルミウム、ジスプロシウ
ム、テルビウム、ガドリニウム、ユウロピウム、サマリウム、プロメチウム、ネオジム、
プラセオジミウム、セリウム、ランタン、イットリウム、及びスカンジウムからなる群か
ら選択される少なくとも一つであり；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記アルミナは、０．１
質量％～５質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記アルカリ酸化物は、
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０．１質量％～１質量％の量で存在し；
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層中の前記シリカは、５質量％
～２５質量％の量で存在し、残部は希土類酸化物である、物品。
【請求項６】
　バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層を更に含む、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の物品であって、
前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層は、前記ドープされた希土類ジシ
リケート層の上である、物品。
【請求項７】
　バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層を更に含む、請求項５に記載の物品
であって、
前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層は、前記ドープされた希土類ジシ
リケート層の上であり、
前記バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層は、前記カルシウム－マグネシウ
ムアルミノシリケート－耐性層と前記ドープされた希土類ジシリケート層との間である、
物品。
【請求項８】
　バリウム－ストロンチウム－アルミノシリケート層を更に含む、請求項５に記載の物品
であって、
前記カルシウム－マグネシウムアルミノシリケート－耐性層は、前記バリウム－ストロン
チウム－アルミノシリケート層と前記ドープされた希土類ジシリケート層との間である、
物品。
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